
 
資 料 ６  

                                                       平成 22 年４月 13 日（火） 

 

   幼児期の教育と小学校教育の円滑な接続についての問題点及び提言 

 

                                                       聖徳大学教職大学院教授 

                                 角田 元良 

 １．幼・小・中教育の接続のギャップ 

 

 

 

 中学校教育  

    校種間にギャップはあるが、 

  ギャップは成長の原動力にもなる。

 

 幼児期の教育 

 

「遊び」を通した総合的な教育 

    個 → 集団 

 公立幼稚園 

 

 

 ・幼稚園 

  私立幼稚園 

 

小学校教育 

  教科を主体とした「学び」

 

・生活科・合科的な指導 

    （入門期の教育） 

    スタートプログラム 

・学級担任制と少人数指導

・4.5年生の肉体精神の違い

    学級の荒れ・区分導入

・高学年で専科導入 

             ↓ 

    一部教科担任制の導入

・教科担任制 

  小中連携 

  小中一貫 

 

・進路選択 

 

・受 験 

  中等教育 

      学校 

   中高一貫 

       教育 

 

 

 

 ・認定こども園 

 

 ・保育所   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

     しかし、小一プロブレム・学級の荒れ・学校不適応問題等の出現・拡大 

    ＊互いに他校種に責任を押し付けていては、問題の解決にはならない。 

実態を認識することが必要である。 

 

２．幼児期の教育環境・体制等の問題点 

 

 

 

 公立幼稚園 

 

 私立幼稚園

 

 認定こども園 

 

  保育所 

 

 教職員の研修 

 

   勤務時間内保障             勤務時間外 

 

  職員室の有無 

 

   研修協議等の場           研修・事務連絡・伝達等の場 

 

  指導・支援機関

 

 

 教育委員会 

 

 

 区市町村首長部局     区市町村福祉・保育 

 

  ＊ 監督官庁の一元化のない中、現実的に「違い」を縮めることは難しい。 
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３．今後の円滑な接続に向けての実態・問題点及び提言 

 (1) 東京都公立小学校における第１学年児童の学校生活への適応状況調査（資料参照） 

         （平成 21 年７月 13 日～17 日全都に調査 校長 1313 名 教員 1313 名）  

    ① 各２０％程度が不適応状況を経験 

② ６０％近くが４月に発生。発生の約８０％が４．５月。 

 ５０％程度が年度末まで継続しており、様々な処理に手間取る。 

③ 学級担任の教職経験。満遍なく分布。経験 20-30 年以上が 45％、2-5 年に多 

④ 児童数。増加と共に発生増え、31－40 人の学級での発生が６０％を超す 

⑤ 不適応状況の態様。授業中の立ち歩き、指示に従わない、けんかトラブル 

⑥ 発生の要因。耐性・生活習慣の欠如、家庭の教育力低下、集団生活経験不足 

⑦ 対応策。教員を付けたり校長等が入る 

⑧ 予防に効果的な対応策。補助指導員の配置。学級人数の縮小。保護者の協力   
 (2) 幼小交流で解決できるか  （文科省「平成 20 年度幼児教育実態調査」）前回資料 

         幼稚園の幼小交流の実態      全約 14,000 公立 5,700   私立 8,300  

           公立幼稚園の 72％(3910)実施     全幼稚園の２８％ 

          私立幼稚園の 45％(3697)実施     全幼稚園の２６％     約半数程度の交流 

         交流の回数は？  おそらく年２，３回程度   選択制等での複数小学校の進学 

     教育課程の編成での交流は   全体の１６％ 

    ＊ 現段階程度の交流程度では、円滑な接続への解決は難しい。 

  (3) 幼稚園教育と小学校教育の接続について （文科省調査 平成 21 年 12 月調べ） 

「双方にまたがる接続期・双方の歩み寄りが必要」との認識を持っている。 

  ＊ しかし、幼稚園、保育所、認定こども園の監督官庁の不一致から、難しい。 

  
  (4)  幼児を受け入れる小学校での対応策 

      ① ３１人以上の学級や配慮を要する児童の在籍する学級に補助指導員を付ける。 

適正な学級規模を維持しつつも、弾力的に運用できる体制作り。 

   ②  入学期のスタートプログラムをきめ細かく設定する。 

ア．全校体制で全教育課程を通したスタートプログラムを編成する。 

イ．生活科を中心に、合科的指導をより多く取り入れる。 

ウ．１単位時間の弾力的な運営をする。 

  (5) 幼稚園等での取り組み 

   ① ５歳児に対して、就学前の教育を浸透する。 

    ア．時間で動く感覚を身に付けさせる。時間・時刻の意識化、耐性。 

    イ．集中する時間を徐々に長くし、集団で行動することに慣れさせる。     
            ・ トイレ・水飲み時間の定着化を図る。 

・ 集団行動に慣れさせていく。並ぶこと、歩くこと等 

・ 朝・帰りの会等を通して聞くこと・話してよい時を教え理解させる。 

            ・ 該当小学校との交流を取り入れると共に教師間の連携を密にする。 

      ② 保護者への説明。家庭での習慣化。生活リズム 

  (6)  その他   行政等での取り組み 



 

 

 

 

 

※校長については。校長又は副校長として勤 

した学校での「経験の編勤務と牟忌むんの有無を回答 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 不適応状況の発生経験の有無【校長、教諭の回答（％）】 
 

 

 

 

 

 

２ 不適応状況の発生時期と終了時期【校長の回答（％）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 不適応状況が発生した学級の担任の教職経験年数【校長の回答（％）】 

                    
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 不適応状況が発生した学級の児童数【校長の回答（％）】 
 

 

 

 

 

【調査対象及び標本数】◇校長 … １３１３名  ◇教諭 … １３１３名 

【調査時期】◇平成２１年７月１３日（月）から７月１７日（金）まで 

＜参考＞本調査における「小学校第１学年の児童の不適応状況」の定義 
第１学年の学級において、入学後の落ち着かない状態がいつまでも解消されず、教師の話を聞かない、指示通

りに行動しない、勝手に授業中に教室の中を立ち歩いたり教室から出て行ったりするなど、授業規律が成立しな

い状態へと拡大し、こうした状態が数ヵ月にわたって継続する状態をいう。 

東京都公立小・中学校における第１学年の児童・生徒の学校生活への適応状況にかかわる実態調査について 

＜発生時期＞ ＜終了時期＞ 

12.6%

18.8%

11.1%

10.5%

21.5%

23.7%

1.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

採用１年目

採用２年目以上５年目未満

採用５年目以上１０年目未満

採用１０年目以上２０年目未満

採用２０年目以上３０年目未満

採用３０年目以上

無回答

「公立小学校第１学年の児童の実態調査」の結果概要

○校長、教諭ともに、平成 20 年度に所属していた学校での適応状況について回答。
平成２０年度都公立小学校第１学年担任の

教職経験年数別人数の割合

6.8%

21.0%

18.1%

11.2%

17.7%

25.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

採用１年目

採用２年目以上５年目未満

採用5年目以上10年目未満

採用10年目以上20年目未満

採用20年目以上30年目未満

採用30年目以上

【参考】 

19.2%

6.6%

0.9%

6.6%

3.9%

2.1%

1.2%

2.6%

56.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

４月

５月

６月

７月

９月

１０月

１１月

１２月以降

無回答

 

1.6%

1.3%

3.4%

7.5%

4.7%

6.9%

3.4%

7.8%

1.6%

4.4%

54.5%

2.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

４月

５月

６月

７月

９月

１０月

１１月

１２月

１月

２月

年度末まで継続

無回答

19.3%

23.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

教諭

校長 経験あり 

経験あり 

平成20年度都公立小学校第1学年の
1学級の児童数別学級数の割合

6.0%

11.5%

24.1%

31.7%

25.6%

1.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

２０人以下

２１以上２５人以下

２６人以上３０人以下

３１人以上３５人以下

３６人以上４０人以下

４１人以上

【参考】 

38.2%

2.6%

11.5%

21.0%

25.5%

0.6%

0.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

２０人以下

２１人以上２５人以下

２６人以上３０人以下

３１人以上３５人以下

３６人以上４０人以下

４１人以上

無回答



 

 

５ 不適応状況の態様【校長の回答（％）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 不適応状況の発生の要因【校長、教諭の回答（％）】 

 

 

 

 

 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ 不適応状況を解決するために実施した対応策【校長の回答（％）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８ 不適応状況の発生の予防に効果的と思われる対応策 

【校長、教諭の回答（％）】

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

50.6%

37.3%

25.5%

22.6%

4.5%

1.9%

3.2%

21.3%

62.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

他の教諭が学級に入り協力的な指導を行った

管理職が学級に入り協力的な指導を行った

教育委員会による人的措置を受けて対応した

管理職が学級担任を指導しながら、学級担任が一人で継続して対応するよう

にした

保護者に協力を依頼し、学級に入ってもらった

地域の人に協力を依頼し、学級に入ってもらった

学級担任を交代し、他の教諭や臨時講師等に学級担任を任せた

その他

無回答

校長

81.4%

52.0%

43.2%

23.2%

8.2%

4.6%

1.1%

81.0%

80.7%

59.6%

55.4%

3.7%

9.9%

1.1%

9.1%

45.9%

56.6%

63.5%

4.3%

21.0%

30.3%

33.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

学級担任の補助となる指導員等の配置

１学級の人数の縮小

保護者の協力体制の確立

学級担任の指導力の向上にかかわる研修

学校における組織的な協力体制の構築

保育所や幼稚園における小学校との接続を見据えた幼児教育の充実

保育所保育士や幼稚園教諭と小学校教諭との合同研修や意見交換
などの充実

保育所や幼稚園の５歳児と小学校の児童との交流活動の充実

地域の人の協力体制の確立

その他

無回答

校長 教諭

65.9%

59 .2%

44 .9%

32 .8%

21 .3%

18 .2%

2 .5%

73 .1%

65 .6%

55 .3%

36 .0%

42 .7%

26 .5%

18 .6%

17 .0%

17 .0%

2 .0%

16 .2%

66 .9%

40 .8%

0 % 2 0 % 4 0 % 6 0 % 8 0 % 1 0 0 %

児 童 に耐 性 が 身 に付 いて いな か ったこと

児 童 に基 本 的 な 生 活 習 慣 が 身 に付 いて いな か ったこと

家 庭 の 教 育 力 が 低 下 して いること

担 任 が 個 別 に教 育 的 な 配 慮 や 支 援 を必 要 として いる児 童 へ の 指
導 と全 体 へ の 指 導 の 両 方 を適 切 にで きな か ったこと

児 童 に集 団 生 活 で の 経 験 が 不 足 して いたこと

担 任 が 児 童 の 変 化 に対 応 した指 導 が で きな か ったこと

担 任 に基 本 的 な 指 導 力 が 欠 けて いたこと

個 別 に教 育 的 配 慮 や 支 援 を必 要 として いる児 童 に対 して 、学 校 と
して の 支 援 体 制 が 整 って いな か ったこと

その 他

無 回 答

校 長 教 諭

62.1%

50.0%

42.7%

11.8%

9.9%

50.3%

68.5%

22.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

授業中、勝手に教室の中を立ち歩いたり、教室の外へ出て行ったりする

担任の指示通りに行動しない

児童同士のけんかやトラブルが日常的に起きている

教育的な配慮や支援を要する児童に教諭が個別対応している間に、

他の児童が勝手なことをしている

私語が止まず、ざわざわしている

教室内に物が落ちていたり、ごみが落ちていたりして、汚れている

教室内で物が隠されたり、なくなったりすることがある

無回答



図 1 幼稚園長・保育所長から見た幼児の状況
「自己中心的な園児」「コミュニケーションがとれない園児」「規範意識のない園
児」「自制心のない園児」が増加していると感じている幼稚園長・保育所長が多い。

自己中心的な園児の増加傾向
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(出典)平成14年熊本県就学前教育振興対策協議会「幼稚園保育所アンケート」


